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生活者ネットワークの活動は寄付（カンパ）で
支えられています。 ぜひご協力をお願いいたします。

振込先：ゆうちょ銀行  １１３８０-１４２４５２３１
葛飾・生活者ネットワーク

電話： ０３－５８７６－４７５７
ファックス： ０３－５８７６－４７５８

〒１２５－００５４  葛飾区高砂８－２１－１

e-mail:katsushika@seikatsusha.net
https://numata.seikatsusha.me

参加のかたちは
いろいろ

生活の中の
疑問を一緒に考えたい

活動のボランティアができる

活動レポートを読んでみたい

場所 　 葛飾・生活者ネットワーク事務所　時間 　 １０ ： ００〜１２ ： ００　　  曜日に関わりなく開催します

区政のことを聞きたい、

くらしの中の困りごとを相談したい、などなど

どなたでも気軽におこしください。

生活者
ネットワーク

つのルール３
活動はカンパで支えられています。
議員も報酬に応じた寄付（カンパ）
を行い、市民の政治活動資金に活か
します。お金の流れは公開し、政治
資金の透明化をはかっています。

議員報酬は
市民の政治活動資金に

選挙は市民が政治に参加する入り口
です。みんなのお金（カンパ）と知恵
や労力（ボランティア）を出し合い、
選挙を行います。

選挙は
カンパとボランティアで

議員は交代制
（ローテーション）

議員は最長3期１２年で交代します。
議員を職業化・特権化せず、世代交代
を進めることで参加の層を広げます。
任期を終えた議員は市民政治を広げ
るためにその経験を活かします。

原子力災害考証館
ｆｕｒｕｓａｔｏ

広野火力発電所

富岡漁港

福島第１原発

富岡町

楢葉町

広野町

いわき市

大熊町

双葉町

第１原発から約１０kmに位置
２０１９年の再開で県内１０の
漁港全てが利用可能に

火力発電所の中で最も震源に
近く被害が大きかった発電所

一人ひとりが問いに向き合い
考える場にと、１６９５年開業の
歴史ある旅館「古滝屋」内に
設けられた、原子力災害を
考証する展示ルーム

富岡町特定復興
再生拠点区域

原発についてともに考え今後につながる
時間をつくりたいという思いから、
１１月にツアーの報告会を開催しました

見学当時、復興拠点の夜の森駅周辺では、２０２３年春の避難指示解除をめざして
準備宿泊が実施されていましたが、帰還に向けた修繕が進められている建物は
あるものの、人気の住宅地だったかつての面影は失われ、更地にされた土地が
大半で、学校は取り壊され、買い物ができるような店舗もありませんでした。
避難指示によって時が止まったまま、見学者以外に人の気配を感じることの
ないこの地域で、帰還後どのような暮らしができるのか想像することができず、
帰還が叶っても戻ることのないものの大きさを強く感じました。

震災当時福島県内の原発でつくられた電気を使っていたのは東京に住む私たちです。
今もその構造は変わっていません。避難を余儀なくされ、避難先も転々とし、生きる希望を失い自ら
命を絶たれた方など、震災に関連して亡くなられた方は福島県で 2,330 人。今も増え続けています。
政府は原発の次世代革新炉への建て替えや運転期間延長を決定しましたが、原発は安全ではなく、
事故の後始末もできないことは明らかです。福島の現状を一人でも多くの人に知ってもらい、
自分のこととして真剣に向き合ってほしいと思いました。
原発事故を２度と起こさないために私たち一人ひとりから、そして
葛飾から、自然エネルギー由来の電気にかえていく必要があります。

２０２２年１０月、 福島の現状について学ぶため
被災地をめぐるスタディツアーに参加しました

沼田たか子
報告します

葛飾・生活者ネットワークの政策と
活動についてご報告します

ヒアリング

視察

調査活動

学習会の企画
一般質問 委員会質疑

議会活動市民活動
活動から見えてきた課題を解決するため、
一般質問や委員会質疑を通じ、区に対して提案してきました。
これからも、だれもが安心して暮らしやすい葛飾をめざし、
市民の声を区政に届けていきます。

沼田たか子が区議会議員選挙に挑戦。
2,877人の市民から大切な一票をたくされ初当選。

２０２１.１１
葛飾区で初めての議席獲得

食や環境を考える市民団体や地域の
人々とともに活動を続けてきました。

２０１３.９
葛飾・生活者ネットワーク結成

東京・生活者ネットワーク
これまでに
生み出した議員総数

（2023.4.23 時点）

２２2
４2現在の

議員数

ネットワーク運動は、参加と自治の市民政治を実現するために東京から
スタートし、１９７９年に初めての区議会議員が練馬区で誕生しました。
以来「政治は暮らしを豊かにする道具」として、それぞれの行政区の有志が
地域ネットを結成し、地域や個人の問題をそこにかかわる人たちとともに
解決してきました。現在、運動は全国１０の都道県に広がり、
ローカルパーティー（地域政党）として位置づいています。

生活者ネットワークは市民の政治ネットワークです
議員は市民の代理人。生活者ネットワークは議員を代理人と呼び、ともに活動しています。
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